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8　月のこよみ

1日　土用の丑

6日

広寓原爆諒金目

7日　八夕の節句

8日　立：秋

9日

長崎厚爆詔金目

15日　終戦記念日

雀

16日　家庭の日

23日　処暑

町民の筋目き

院
衛
施
設
周
辺
民
生
安
定
事
業
の
水
道
配
水
管

布
設
工
事
及
び
配
水
池
築
造
工
事
完
成
す

防
衛
獲
周
辺
民
生
安
菜
と
し
て
昭
和
四
十
三
年
度
に
引
続
き
施
工
し

た
琵
水
管
布
竣
工
密
（
別
府
～
尾
崎
～

靂
～
蕎
籠
及
び
別
燐
～
今
古
賀
～

遼
賀
川
～
旧
借
問
）
並
び
に
疏
水
独
築

造
工
藤
（
上
別
府
商
家
地
内
）
は
工
蜜

も
無
揮
完
了
し
通
水
を
開
始
し
て
い
ま

す
が
、
昭
和
四
十
一
年
度
に
諾
工
し
ま

し
た
本
町
の
上
水
逆
接
張
秘
薬
は
昭
和

四
十
四
年
度
を
も
っ
て
一
応
完
了
し
給

水
体
制
は
万
全
な
も
の
と
な
り
、
給
水

区
域
内
に
於
げ
ろ
水
道
の
叢
率
は
約

八
十
％
を
超
え
る
も
の
と
な
り
ま
し

た
。
今
後
は
需
要
者
の
皆
さ
ん
に
ど
迷

惑
を
か
け
な
い
よ
う
鋭
惑
努
力
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
こ
協

力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

七
月
定
例
議
会
で
審
議
、
可
決

さ
れ
た
議
案
な
ど

七
月
二
十
四
日
か
ら
始
ま
っ
た
町
議
　
▽
昭
和
四
十
五
年
羅
玉
予
舞
（
一
般

会
で
番
頭
、
可
決
さ
れ
た
嚢
や
条
例
　
会
計
、
農
薬
共
済
特
別
会
計
）

等
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

審
醸
、
可
決
さ
れ
た
強
震

町
曇
ノ
ー
ル
襲
一
四
、
七
一

五
千
円
、
民
生
費
定
圃
場
馨
発

掴
重
賞
（
鬼
浮
、
尾
崎
）
四
、
五
二

〇
千
円
な
ど
総
額
三
六
、
一
六
五
千

円
を
猫
丘
。

▽
昭
和
四
十
四
年
度
特
別
会
計
水
道
車

繋
決
舞
認
定
に
つ
い
て
。

決
算
額

0
収
益
的
収
入
及
支
出

収
入

1
、
水
道
恕
薬
収
益
　
二
、
三

〇
、
八
五
〇
円

支
出

1
、
水
遠
野
裳
費
用
一
〇
、
八
六

九
、
八
一
五
円

⇔
資
本
的
収
入
及
支
出

収
入

1
、
資
本
的
収
入
　
三
九
、
三
五
九

、
八
四
四
円

支
出

1
、
資
本
的
支
出
　
四
〇
、
三
五

、
三
一
九
円

▽
水
道
加
薬
治
水
条
例
の
一
節
改
正
に

つ
い
て

岡
垣
町
戸
切
地
区
分
水
料
金
と
し
て

一
立
方
メ
ー
ト
ル
に
つ
き
三
四
円
。

▽
芦
屋
町
外
ニ
ケ
琵
組
合
規

約
禽
十
一
条
に
基
づ
く
覚
書
の
同
意

に
つ
い
て

芦
屋
ボ
ー
ト
利
益
配
分
金
に
つ
い

て
従
来
純
利
益
一
・
五
パ
ー
セ
ン
ト

が
二
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
に
増
額

▽
遠
賀
都
岡
蓮
町
ほ
か
三
ケ
町
伝
染
病

院
組
合
規
約
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

蒋
務
局
の
所
在
饗

▽
中
学
按
講
堂
防
音
鉄
緩
霧
改
築
工

事
晴
負
契
約
に
つ
い
て

遠
賀
中
学
防
嘉
二
期
工
程

工
事
金
額
　
三
、
五
8
千
円

磐
紫
著
　
高
山
建
設
株
式
会
社

工
期
　
自
　
四
十
五
空
ハ
月
二
王
ハ

自

室
　
四
十
五
年
十
月
二
十
日

▽
農
業
共
演
讃
蕾
評
価
全
委
員
の
選
任

同
窓
に
つ
い
て

尾
崎

浅
木

見
津

別
府

木
守

畑
生
　
半
一

芳
賀
　
和
夫

井
口
　
辰
雄

石
田
　
寅
雄

村
田
　
忠
夫

上
別
府
　
高
　
　
三

▽
水
稲
鉦
蟄
も
ど
し
金
の
交
付
に
つ
い

て一
、
対
無
年
産
　
昭
和
四
二
、
四
三

、
四
四
年
産

二
、
交
付
件
数
　
五
七
八
件

三
、
交
付
金
額
　
二
八
八
、
八
九
三

円

世
　
人
　
大
　
人
　
　
世
　
人
　
大
　
人
　
　
世
　
人
　
人
　
大

約
l
帥
9
6
7
倣
1
　
7
m
5
6
∴
∴
鎚
0
3
楕
1
5

2

4

4

9

秘

一

一

十

一

　

2

4

4

9

蘇
　
男
女
計
膜
∴
男
女
計
脹
　
男
女
計

′
0
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
7
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
7



妙小筒謂町

今
　
月
　
の
　
談
　
合

一
町
民
税
第
二
期

納
期
限
　
八
月
二
十
五
日

国
民
健
康
保
険
税
第
二
期

納
期
限
　
八
月
三
十
一
日

『
第
十
一
回
遠
賀
郡
民
体
育
大
会
』

期
日
八
月
二
十
三
日
　
会
場
岡
壇
中
学
校

紬
期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う

本
大
会
は
、
広
く
郡
民
の
問
に
体

育
、
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
発
撃
計
り
、

健
康
で
明
朗
な
郡
民
生
活
を
確
立
し
よ

う
と
す
る
も
の
で
、
郡
民
多
数
の
参
加

覆
る
よ
う
、
昔
年
の
部
一
般
の
馨

の
区
分
を
設
け
て
中
学
生
、
婦
人
会
な

ど
の
オ
ー
プ
ン
兢
毅
も
加
え
て
い
ま
す

の
で
多
数
参
加
し
て
下
さ
い
。

実
施
競
毅
は
次
の
と
お
り
で
あ
り
ま

す
が
、
本
町
で
は
遜
手
不
足
で
出
番
で

き
な
い
種
目
が
あ
り
ま
す
の
で
、
出
場

常
磐
は
教
書
蓑
貴
会
ま
で
申
込
ん
で

下
さ
い
。

㈲
陸
上
　
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
　
㈲
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
　
の
軟
式
庭
球
∴
㈲
卓
球

㈲
柔
道
　
S
剣
道
　
㈲
弓
道
∴
㈹
相

接
　
0
0
軟
式
野
球

保
険
税
の
精
算
課
税
に
つ
い
て

保
険
税
第
一
期
分
の
課
税
は
、
所
得

部
類
の
算
定
基
礎
と
な
る
町
民
税
が
賦

深
期
日
に
お
い
て
確
達
し
な
い
た
め
、

地
方
税
法
第
七
百
六
条
の
二
に
基
づ

き
、
暫
定
賦
課
（
蟹
雷
緑
陰
税
額
の

四
分
の
一
）
し
て
お
り
、
八
塵
課

税
に
よ
り
蟹
一
期
以
降
に
お
い
て
不
足

額
を
徴
収
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

医
霞
の
増
嵩
に
伴
う
本
年
度
税
率
の

一
都
引
上
げ
及
び
所
得
の
自
然
増
等
に

よ
り
、
税
額
が
前
年
度
に
出
し
約
二
〇

形
増
額
に
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
御
了

承
願
い
ま
す

四
十
四
年
窺
頼

一
七
、
五
九
〇
万
円

一
世
当
平
均
毛
、
〇
八
〇
円

一
人
当
ク
∴
∴
玉
、
二
七
四
円

四
十
重
篤
窺
額

三
、
9
ハ
〇
万
円

一
世
当
平
均
二
〇
、
四
五
〇
円

一
人
当
ク
六
、
三
五
円

保
健
婦
を
活
用
し
ま
し
ょ
う

重
役
栂
の
保
険
婦
は
こ
ん
な
篭

し
て
い
ま
す
。

ィ
、
馨
露
門

口
、
健
康
相
談

ハ
、
衛
生
教
育

こ
、
そ
の
他

2
ど
ん
な
と
き
に
保
健
婦
に
柏
離
し

た
ち
ょ
い
か
。

ィ
、
赤
ち
ゃ
ん
の
育
て
方
を
知
り

た
い
と
き

ロ
、
家
庭
に
病
人
が
い
る
と
き

ハ
、
家
族
計
画
（
受
胎
関
節
の
正

し
い
方
法
）
の
方
法
を
知
り
た

い
と
き

こ
、
正
し
い
食
生
活
や
正
し
い
病

人
食
を
知
り
た
い
と
き

ホ
、
そ
の
他
の
償
康
上
で
困
っ
た

こ
と
、
知
り
た
い
こ
と
が
あ
る

と
き

以
上
皆
様
の
倭
授
生
活
の
よ
い
栖
駁

者
と
し
て
役
場
の
保
健
婦
は
、
い
つ
も

町
内
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
保
健
婦
を

活
用
し
て
籠
な
家
慶
姦
き
ま
し
ょ

う。

援
護
業
務
移
動
巡
回
相
談

一
、
日
時
八
月
一
千
六
日
1
0
時
～
　
方
で
弔
慰
金
、
公
務
扶
助
料
、
遺
族
年

工
6
時
　
　
　
　
　
　
金
、
引
連
署
で
ま
だ
手
続
を
取
っ
て
な

二
場
所
水
発
露
別
館
∴
∴
∴
∴
い
方
等
何
か
相
談
が
あ
れ
は
、
勧
利

元
軍
人
で
恩
給
の
こ
と
や
、
遺
接
の
　
用
下
さ
い
。

内
職
体
験
文
　
感
想
文
の

募
集

福
岡
県
で
は
、
県
内
械
公
共
職
業
補

導
所
の
創
設
1
5
周
年
を
記
念
し
て
広
く

一
般
か
ら
「
内
戦
体
験
記
」
「
内
職
に

関
す
る
感
想
雲
賽
し
て
い
ま
す

の
で
、
体
験
の
あ
る
な
し
に
か
か
わ
ら

ず
応
募
下
さ
い
。

優
秀
作
品
に
は
賞
金
、
妃
食
詰
が

あ
り
、
応
薯
貧
に
も
記
念
品
が
あ

り
ま
す
。

に
　
つ
　
い
　
て

龍

一
、
一
席
一
癖
∴
賞
金
　
壱
万
円

二
、
二
庸
　
二
篇
∴
ク
　
五
千
円

三
、
三
鷹
十
篤
　
ク
∴
－
或
千
円

※
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
使
用
の
こ
と

あ
て
先

福
岡
市
赤
坂
一
丁
百
八
董
一
七
号

福
岡
県
内
職
公
共
鶉
講
導
所

〒
　
八
一
〇

内
職
だ
よ
り
　
（
現
在
あ
っ
旋
で
き
る
内
職
）

（
県
税
）
　
お
願
　
い

今
月
は
、
個
人
塾
薬
説
第
一
期
分
の

納
期
（
八
月
十
六
日
か
ら
八
月
三
十
一

日
ま
で
）
で
す
。

「
県
税
は
納
期
限
ま
で
に
」
納
め
て
く

だ
さ
い
。
韻
こ
家
慶
霧
門
し
て
の

徴
収
は
い
た
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

い
ろ
い
ろ
の
都
合
で
、
納
期
限
ま
で
に

納
め
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
場
合
で

も
近
く
の
郵
便
局
。
福
岡
銀
行
本
、
支

店
で
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

な
お
県
税
に
つ
い
て
の
ご
相
談
が
あ

り
ま
す
勅
令
は
、
商
嬢
財
務
部
落
所
か

遵
賀
支
所
に
お
い
で
い
た
だ
く
か
、
ま

た
は
包
話
な
り
職
員
が
お
伺
い
し
た
と

き
に
、
遠
慮
な
く
申
し
出
て
く
だ
さ

福
岡
県
碧
恕
財
務
部
務
所

電
話
⑬
四
〇
二
六

福
岡
県
若
欝
務
親
藩
所
避
賀
支
所

屯
緒
⑬
〇
五
九
七

福
岡
県
内
職
公
共
蛾
※
補
導
所
取
扱

い
分

職
種
　
紙
袋
果
物
袋
貼
り

単
位
一
〇
〇
枚

工
賃
　
二
五
円
上
蓋
〇
円

あ
っ
旋
区
分
　
グ
ル
ー
プ

あ
っ
旋
地
域
福
岡
市
・
筑
紫
郡
・
造

頚
部
二
蒸
倣
郡
・
鞍
手
郡

隙
謹
　
フ
ィ
ラ
ー
組
立

単
位
一
〇
〇
枚

工
賃
　
五
五
円

あ
っ
旋
区
分
グ
ル
ー
プ

あ
っ
旋
地
域
∴
福
岡
市
・
遠
賀
郡
・
北

九
州
市
・
紬
鹿
部
・
彊
方
市
・

申
闇
市
・
飯
塚
市
・
鞍
手
郡

職
種
　
ラ
ジ
オ
響
競
立
熔
接

単
位
　
個
組

工
賃
一
三
鍛
工
一
〇
円
五
七
円

あ
っ
旋
区
分
　
グ
ル
ー
プ

あ
っ
旋
韻
　
直
方
市
・
接
手
郡
・
山

田
市
・
北
九
州
市
・
飯
塚
市
・

田
川
市
・
彊
郡
・
宗
像
郡
・

遠
賀
郡

職
種
　
輸
出
用
人
形

単
位
種
本
・
個

工
賃
　
各
種

あ
っ
艇
区
分
　
グ
ル
ー
プ

あ
っ
旋
地
域
∴
県
内
全
般

職
種
　
手
稲
シ
ョ
ー
ル

単
位
　
枚

工
賃
　
七
8
円
⊥
一
、
0
8
円

あ
っ
艇
区
分
グ
ル
ー
プ
・
個
人

あ
っ
旋
地
域
　
県
内
全
般
（
個
人
は
福

岡
市
内
）
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瞬

こ

　

う

日

本

脳

炎

日
本
脳
炎
の
流
行
期
に
な
り
ま
し

た
。
本
町
で
は
す
で
に
一
名
の
死
十
着

を
出
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
隼
人

で
も
か
か
ら
な
い
よ
う
に
お
た
が
い
心

か
け
ま
し
ょ
う
。

梅
雨
期
が
す
ぎ
本
格
的
な
夏
が
お
訪

ず
れ
伝
染
病
の
多
発
シ
ー
ズ
ン
と
な
り

ま
し
た
。
こ
の
悲
し
い
伝
染
病
に
か
か

ら
な
い
よ
う
に
心
か
け
ま
し
ょ
う
。

一
年
中
で
一
番
食
墓
に
か
か
り
易

い
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

恐
し
い
食
違
に
か
か
ら
な
い
よ
う
心

か
け
ま
し
ょ
う
。

油
潔
で
明
る
い
健
康
な
毎
日
を
お
く

る
だ
ぬ
に
次
の
こ
と
を
良
く
守
り
ま
し

ょう。
⊥
日
本
脳
炎
を
伝
染
さ
せ
る
政
を
な
く

す
た
め
、
務
や
水
滴
を
掃
除
し
、
空

ぴ
ん
や
空
か
ん
に
水
を
た
め
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

2
今
年
は
日
本
脳
炎
の
流
行
隼
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
日
本
脳
炎
を
伝
染
す

る
蚊
は
主
に
水
田
か
ら
発
生
し
ま

す
。
農
家
の
方
の
御
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

3
生
水
を
飲
ま
ず
、
坐
物
は
良
く
洗
い

ま
し
ょ
う
。

4
早
寝
早
超
を
励
行
し
規
則
正
し
い
生

活
を
し
ま
し
ょ
う
。

5
外
出
後
、
用
便
後
及
び
食
事
前
の
手

洗
い
を
実
行
し
ま
し
辛
つ
。

6
手
洗
い
に
は
、
必
ず
石
ケ
ン
を
使
い

ま
し
辛
う
。

7
外
出
時
は
晒
子
を
か
ぶ
り
ま
し
ょ

う。
8
身
体
が
お
か
し
い
晴
は
す
ぐ
医
師
の

診
断
看
受
け
ま
し
ょ
う
。

9
ハ
エ
の
発
生
す
る
ゴ
ミ
箱
は
完
全
な

輩
付
の
ポ
リ
容
器
に
し
ま
し
ょ
う
。

1
0
ハ
エ
の
繁
雑
書
院
ぐ
た
め
便
所
の
汲

取
口
や
窓
等
に
小
さ
な
畠
の
網
を
は

り
ま
し
ょ
う
。

n
蘭
の
発
生
し
て
い
る
勤
所
に
は
殺
虫

剤
を
十
日
に
一
回
は
必
ず
撒
布
し
ま

し
ょ
う
。

1
2
食
墓
を
防
ぐ
た
め
禽
拐
歯
数
に

注
慈
し
善
し
ょ
う
。

1
3
不
潔
な
舎
望
鮮
明
な
着
色
食
品
は

買
わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

1
4
冷
蔵
厚
は
た
え
ず
摂
氏
一
〇
度
以
下

に
保
つ
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

昭
和
四
十
五
年
度
（
第
十
四
期
）

海
外
移
住
研
修
生
の
募
集
に
つ
い
て

〝
愛
の
血
で
再
び
と
も
る

命

の
　
灯
〝

皆
さ
ま
の
狙
い
薯
憲
章
し
て
行

っ
た
、
献
血
遊
動
が
去
る
七
月
二
九
円

町
公
民
館
で
採
血
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

猛
暑
の
折
か
ら
大
変
御
苦
労
様
で
し

た
。
籍
上
よ
り
寝
く
お
礼
申
上
げ
ま

す
。
お
か
げ
を
も
っ
て
、
予
想
以
上
の

好
成
緒
遷
挙
げ
得
た
こ
と
は
、
献
血
を

さ
れ
た
、
皆
様
を
始
め
献
血
推
進
協
課

金
（
区
長
・
公
民
襲
・
婦
人
会
・
青

年
団
）
の
叢
の
御
斑
カ
の
た
ま
も
の

と
探
、
感
謝
申
上
げ
ま
す
。

住
民
の
蔑
こ
の
献
血
連
動
の
糖
種

を
深
く
御
理
解
下
さ
れ
て
次
回
は
些

そ
う
の
御
協
力
を
た
ま
わ
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
上
げ
ま
す
。

参
考
ま
で
に
今
回
の
結
果
表
素
話
鍛

し
て
お
き
ま
す
。

四
五
年
襲
撃
一
回
呂
献
血

区
別
　
参
加
者

島
　
津
　
　
五

若
松
　
　
七

鬼
　
浩
　
三

尾
　
崎
　
一
一

別
府
∴
二
五

千
代
丸
　
一
〇

今
古
賀
　
一
〇

上
別
府
　
二
二

糞

雲

〇

　

一

忠
生
洋
　
三

浅
　
木
　
一
六

本
　
字
　
一
九

老
　
良
　
　
五

遠
賀
川
　
三

旧
　
停
　
　
九

採
血
管二四

一〇一
〇八五．＼－ノ

一三六
一
二三四九九

今
般
フ
ラ
ジ
ル
国
及
び
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン

国
へ
襲
移
住
を
耗
蟄
す
重
量
の

為
、
第
十
四
期
海
外
移
住
研
修
坐
を
左

記
の
と
お
り
募
集
致
し
ま
す
の
で
お
知

ら
せ
致
し
ま
す
。

海
外
移
住
研
修
薫
蒸
嬰
領

ュ
昌
的
　
フ
ラ
ジ
ル
国
及
び
ア
ル
ゼ
ン

チ
ン
国
に
農
薬
移
住
嘉
理
す
ー
査
辞

年
に
対
し
、
必
梁
総
督
、
訓
練
実

を
行
な
い
移
住
資
格
登
取
得
さ
せ

る。
2
期
間
九
月
～
二
月
（
四
十
五
年
九

月
七
日
～
四
十
六
年
一
月
二

十
八
日
）

3
応
募
資
椴

の
十
八
才
以
上
二
十
五
才
迄
の
心
耳

と
も
蝕
全
な
も
の
。

㈲
海
外
移
住
す
る
部
に
家
族
が
同
慈

し
、
フ
ラ
ジ
ル
園
又
は
ア
ル
ゼ
ン

チ
ン
蘭
島
繋
移
住
を
す
る
餌
に

決
め
た
考
但
し
農
業
経
験
の
有

無
は
闘
わ
な
い
。

㈲
海
外
移
住
邸
業
師
風
郵
務
所
輿
が

適
格
者
と
し
て
推
鵜
す
る
管

4
募
集
大
嵐
　
五
十
名

5
中
森
i
i
r
類

㈹
入
所
申
込
弁
士
一
過

の
身
上
閲
華
±
一
遇

㈲
最
終
較
成
統
証
明
牲
～
二
通

の
戸
籍
謄
本
～
二
通

㈲
健
康
診
断
蜂
⊥
一
遇

㈲
作
文
（
移
住
の
勤
続
と
今
後
の
計

画
）
～
一
遇

6
入
所
中
の
竣
用

個
食
壁
の
半
額
に
つ
い
て
は
国
庫
補

助
が
お
る
が
不
足
分
月
額
三
、
0

0
0
円
軽
度
は
自
己
負
担
と
す

る。
㈲
研
修
見
学
旅
費
の
一
都
に
つ
い
て

は
国
庫
補
助
が
あ
る
が
不
足
分
、

五
、
0
0
0
円
程
度
は
自
己
負
担

と
す
る
。

㈲
入
所
退
所
の
旅
鼓
は
自
己
負
担
と

す
る
が
入
学
金
、
授
業
料
、
蒋
宿

舎
攻
撃
は
徴
収
し
な
い
。

7
研
修
内
容

教
護
科
目
、
専
門
科
目
、
語
学

突
抜
、
実
習
、
自
治
会
活
動

8
締
切
日
　
八
月
二
十
日

9
特
典

の
海
外
移
住
に
必
襲
な
語
学
、
知

識
、
技
術
の
酒
得
が
無
料
で
う
け

ら
れ
る
。

の
海
外
移
住
の
資
格
が
取
得
で
き

る。
㈲
海
外
移
住
席
薬
園
が
移
住
先
憲

施
し
確
実
に
移
住
が
で
き
る
。

1
0
海
外
移
住
研
修
所
々
在
地

詳
馬
県
勢
多
郡
宮
城
村
大
字

赤
城
山
芋
滋
の
口
二
〇
八
七
番
地

※
詳
し
い
部
は
海
外
移
住
事
業
団
福
岡

県
部
落
所
へ
と
照
会
下
さ
い
。

（
福
岡
市
天
神
一
丁
目
云
一
号
県

庁内）
T
E
L
〇
九
二
（
七
〇
）

I
八
八
五
三

た
ば
こ
は
町
内
販
売
店
で

た
ば
こ
消
搬
税
は
町
の
寅
悪
な
財
源

で
す
。
ピ
ー
ス
（
二
〇
本
入
）
一
箱
町

内
で
お
買
い
に
な
る
と
、
一
八
、
高

が
税
収
と
し
て
町
の
収
入
に
な
り
ま

す
。
四
十
四
年
慶
の
た
ば
こ
消
校
説
が

一
〇
、
四
七
五
千
円
、
税
収
の
一
〇
、

七
劣
を
示
め
て
お
り
ま
す
。

た
ば
こ
は
町
内
の
販
売
店
で
買
い
ま

し
ょ
う
。
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飲
酒
運
転
の
追
放
に
つ
い
て

道
路
交
通
法
の
改
正

公
布
　
昭
和
四
十
五
年
五
月
二
十
一
日

施
行
　
昭
和
四
十
五
年
八
月
二
十
日
（
予
定
）

闇
和
四
十
五
年
度
明
る
く
正
し
い
選
挙

宣
伝
ポ
ス
タ
ー
作
品
募
集
に
つ
い
て

交
通
疎
放
に
よ
る
死
亡
の
原
因
は
飲

酒
逆
転
が
第
一
位
を
し
め
て
お
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
社
会
に
悲
劇
を
も
た

ら
し
て
い
る
飲
酒
運
転
の
霧
畳
犯
を

排
除
す
る
た
め
、
今
般
道
交
法
の
轟

改
正
に
お
い
て
飲
酒
運
転
に
関
す
る
規

制
が
強
化
さ
れ
ま
し
た
。
本
町
に
お
い

て
も
こ
の
機
会
に
飲
酒
運
転
追
放
の
徹

底
を
関
る
た
め
、
地
域
ぐ
る
み
の
「
自

動
車
を
運
転
す
る
と
き
は
酒
を
飲
ま
な

い
、
飲
ま
せ
な
い
」
運
動
－
護
遷
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
御
協
力
願

い
ま
す
。

ー
飲
酒
運
転
の
規
制
に
関
す
る
新
旧
対
照

酒
気
措
び
運
転

用
酒
気
奮
謹
て
車
両
等
を
運

転
す
る
こ
し
吾
桑
止
す
る
。
こ

の
妨
合
の
酒
気
蕎
筒
び
て
い
る

状
態
と
は
、
身
体
に
保
有
す
る

ア
ル
コ
ー
ル
の
軽
に
か
か
わ
ら

ず
、
お
よ
そ
社
会
通
念
上
酒
気

を
露
び
て
い
る
と
い
え
る
状
態

を
い
う
。

㈲
洒
義
務
逆
接
の
う
ち
、
身

体
に
一
定
の
程
度
（
血
液
ェ
ミ

リ
リ
ッ
ト
ル
に
つ
き
0
・
5
リ

ッ
ト
ル
グ
ラ
ム
ま
た
は
呼
気
⊥

リ
ッ
ト
ル
に
つ
き
0
・
撃
、
リ

ゲ
ラ
ム
）
以
上
に
ア
ル
コ
ー
ル

を
保
有
し
て
車
両
等
を
運
転
し

た
窮
合
に
は
、
そ
れ
だ
け
で
三

月
以
下
の
懲
役
ま
た
は
三
万
円

以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

酒
酔
い
選
転

の
酒
に
酔
っ
て
唾
両
等
を
運
転

し
た
楊
合
、
二
年
以
下
の
懲
役

ま
た
は
五
万
円
以
下
の
嗣
金
に

処
す
る
。
こ
の
場
合
の
酒
に
酔

っ
て
い
る
状
態
と
は
、
身
体
に

保
有
す
る
ア
ル
コ
ー
ル
の
量
に

か
か
わ
ら
ず
、
ア
ル
コ
ー
ル
の

影
答
に
よ
り
垂
両
等
の
正
常
な

運
転
が
で
き
な
い
お
そ
れ
が
あ

る
状
態
を
い
う
。

3
　
酒
類
の
馨
器

の
　
酒
気
帯
び
避
転
を
す
る
こ
と

と
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
者
に
対

し
、
酒
類
を
投
供
し
、
ま
た
は

飲
酒
を
す
す
め
る
こ
と
を
禁
止

する。

4
　
車
両
簿
の
運
行
を
管
理
す
る
者

（
安
全
運
転
管
奨
者
等
）
の
攫
務

の
　
安
全
遡
転
管
理
等
が
運
転
者

に
対
し
、
洒
袋
伸
び
逆
転
を
下

命
、
容
認
す
る
こ
と
を
禁
止
す

る。
㈲
　
1
安
全
運
審
理
等
が
運
転

者
に
酒
酔
い
運
転
を
下
命
、
容

認
し
た
場
合
、
二
年
以
下
の
懲

役
ま
た
は
五
万
円
以
下
の
罰
金

に
処
す
す
る
。

㈲
　
2
安
全
避
転
管
理
等
が
運
転

者
に
酒
気
帯
び
遜
磐
下
命
、

容
顕
し
た
鵜
合
（
㈲
l
に
該
当

す
る
掛
合
を
除
く
）
。
三
月
以

下
の
懲
役
ま
た
は
三
万
円
以
下

の
罰
金
に
処
す
る
。
た
だ
し
、

こ
の
安
全
運
転
管
理
著
等
が
処

罰
さ
れ
る
の
は
、
そ
の
運
転
者

が
、
1
の
㈲
1
ま
た
は
2
の
用

に
該
当
す
る
行
為
を
し
た
場
合

に
限
ら
れ
る
。

1
応
募
規
定

1
内
容

明
る
く
正
し
い
選
挙
を
お
し
す
す

め
る
こ
と
を
表
わ
す
も
の
を
か
い
て

下きい。

2
応
募
資
格

小
学
校
児
軽
、
中
学
核
、
坊
箱
学

校
（
一
人
言
営
作
の
も
の
に
か
き

り
ま
す
）

3
撰
集
期
間

五
月
十
五
日
か
ら
九
月
五
円
ま
で

4
締
切
日
と
提
出
先

九
月
五
日
（
土
曜
日
）
ま
で
に

遠
賀
町
選
挙
管
理
委
員
会

5
色
と
大
き
さ

色
彩
は
自
由
大
き
さ
は
四
五
セ
ン

チ
×
三
〇
セ
ン
チ
か
ら
五
五
セ
ン
チ

×
四
〇
セ
ン
チ

6
そ
の
他

の
作
品
の
う
ち
右
下
に
蔀
述
府

県
の
名
、
学
較
名
、
学
年
、
氏

名
（
ふ
り
が
な
）
性
別
を
必
ず

陣
書
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

㈲
応
募
作
品
は
返
し
ま
せ
ん
。

㈹
入
賞
作
品
は
自
由
に
利
用
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

京
都
府
警
察
官
採
用
試
験

1
受
験
試
格

A
　
学
校
敦
挿
法
に
よ
る
大
学
の
学

部
（
短
期
大
学
は
除
く
）
を
卒
業

し
た
者
、
お
よ
び
昭
和
四
十
六
年

二
月
木
目
ま
で
に
卒
薬
見
込
の
者

B
、
A
以
外
の
者

昭
和
十
八
年
四
月
二
円
か
ら
昭

和
二
十
八
年
四
月
一
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
男
子
に
限
る
。
（
た
だ
し

日
本
の
夏
祭
肴
し
な
い
蕎
お
よ

び
地
公
法
第
十
六
条
各
号
の
一
に

該
当
す
る
も
の
は
受
験
で
き
ま
せ

ん。

2
試
験
の
日
時
お
よ
び
班
所

用
第
一
盗
霞
は
九
月
二
十
日
（
用

）
に
京
都
市
、
福
山
市
、
舞
鶴
市

お
よ
び
峰
山
町
で
行
な
わ
れ
ま

す。

3
試
験
の
方
法

A
　
大
学
卒
薬
程
度

B
　
高
等
学
核
事
業
軽
暖

4
体
格
後
輩

の
身
長
が
〓
ハ
〇
セ
ン
チ
以
上
胸

囲
は
七
八
セ
ン
チ
以
上
体
彊
四
七

鶴
以
上
で
あ
る
こ
と
。

㈲
両
眼
と
も
裸
聴
視
力
が
お
お
む

ね
〇
・
六
（
矯
正
視
力
が
二
〇

以
上
の
者
は
裸
視
力
が
〇
・
一
）

以
上
で
あ
る
こ
と
。

㈲
弁
色
力
が
完
全
で
あ
る
こ
と
。

㊤
身
体
が
完
全
で
あ
る
こ
と
。

そ
の
他
詳
細
に
つ
い
て
は
役
場
霧

謀
に
お
聞
合
せ
下
さ
い
。

お
　
わ
　
び

七
月
二
十
七
日
か
ら
二
、
三
日
間
に

亘
り
一
都
給
水
地
区
の
皆
さ
ん
に
泥
水

を
給
水
し
大
察
し
迷
惑
を
か
け
ま
し
た

が
、
実
は
新
設
の
梯
家
配
水
池
の
切
替

え
の
ミ
ス
で
か
か
る
不
祥
時
を
起
し
ご

迷
惑
を
か
け
ま
し
た
華
を
深
く
お
わ
び

い
た
し
ま
す
。

i
－
、
㊨
－
4


